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過去に医学部分館の分館長を 6ヶ月ほど勤めた
ことがあります。本日は私が研究者としてどのよ
うに図書館を利用したかを基本に，以下の順で話
をすすめたい。
■図書館サービスとは
図書・雑誌・電子メディア等の資料あるいは情
報と利用者をむすびつけることである。これには
館内利用サービス（閲覧，貸出，複写，レファレ
ンスサービス，利用者ガイダンス，展示等）と遠
隔利用（非来館）サービス（オンライン検索用目
録等）がある。
■学術研究の動向
現代における学術研究には大きく二つの動向が
ある。一つは研究分野の多様化・細分化である。
私の研究室の前任者には細菌学とウィルス学の研
究者がいたので両分野のジャーナルを購読してい
た。その後，細菌学者だけになり，私は細菌学の
なかの嫌気性菌が専門なので，研究上必要なジャ
ーナルに限定し，専門以外のジャーナルはすべて
止めた。そのためジャーナルの継続性は破棄され
た。一方，研究の進展の加速化により，迅速な最
新情報の収集・提供を行うレファレンスサービス
が研究者の最も切実な要求となっている。
■図書館の現状と課題
増え続ける蔵書（冊子体と電子情報）と費用の
増大がある。本来ならば技術進歩で安くなるのに
学術雑誌は高騰しているのは大きな問題だと思
う。さらには，情報技術の急速な進歩に図書館が
十分対応できているかの問題がある。ライブラリ
アンの配置・再教育，レファレンスツールの充実
によるレファレンスサービスの強化は研究にとっ
てきわめて重要である。
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■国立国会図書館と拠点図書館
これらの課題をどのように解決できるか考えて
みた。国立国会図書館は日本国内で刊行される出
版物をすべて収集し，保存しているならば国内雑
誌は一応揃っているはずである。今年10月には関
西館も開館した。国内雑誌はここを利用すること
として，他の図書館は持たなくてもよいのではな
いか。一方，外国雑誌収集拠点図書館は国の予算
で分野別の分担収集をしているので，冊子体はこ
こを利用すればよいのではないかと思う。
■どう対処するか
以上のことを背景として，大学図書館はどう対
応するかについて述べてみたい。まず図書・雑誌
を精選する。図書は開架用と研究対象の貴重図書
を収集し，とくに学生用図書の充実を図る。雑誌
は冊子体を止め，電子ジャーナルで最新情報を迅
速に収集する。また，網羅的な購入から，研究者
が最も要望するコア・ジャーナルの購入に切替え
る。どうしても冊子体が必要なら購読料が格安の
個人購読を推奨する。私が個人購読している雑誌
は7タイトルで10万円かからない。過去の文献は
国会図書館と拠点図書館との連携により「迅速な」
相互提供を行う。
■「ほくりくコンソーシアム」の提案
さらに費用削減の観点からいえば，「ほくりく
コンソーシアム」を結成し，北陸 7国立大学が連
携して分野別に雑誌（電子ジャーナルも）を分担
購入し，保存も分担で行う。重複雑誌は廃棄して
スペースの有効利用を図る。利用者へは迅速な配
送サービスが行えるようにする。
■電子ジャーナルのクリアすべき問題点
法的な問題として著作権による制限（複製権，
公衆送信権等）があるので，これに取組む必要が
ある。また資料の不朽性の問題については，国会
図書館・拠点図書館に賄ってもらうのはどうか。
さらに価格面では，分担購入するとかえって高く
なるという問題がある。これらの問題は個々の図
書館では対応が困難なので，国や図書館協議会が
出版社と交渉して解決してもらいたい。
■専門職の育成と図書館利用教育への貢献
今後図書館機能がさらに発揮できるよう提案し
たい。専門職でなくてもできる図書の整理はアル
バイトまたは自動化書庫で対応する。ライブラリ
アンは専門職としてキャリアアップし，ナレッジ
活用技術を教官，学生に教授する役割も担っても
らう。ナレッジの蓄積・共有→ナレッジの活用→
ナレッジの習得・精通→ナレッジの創造がらせん
状に進歩する中で，ライブラリアンの力を発揮で
きるようにするのがよい。
■大学からの情報発信
大学の研究情報（研究成果，実施中の研究課題，
研究者総覧等）発信や教育活動情報（図書館の市
民への公開，入学案内，生涯学習講座の案内，留
学案内等教育情報など）の発信体制を整備するこ
とはきわめて重要であり，今からの図書館の重要
な機能として位置づけが必要である。
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